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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　厚みが１０μｍ～５ｍｍのフィルム状またはシート状の透明プラスチック部材であって
、
　表面修飾剤により表面が修飾され、かつ、分散粒径が１ｎｍ以上かつ２０ｎｍ以下のジ
ルコニア微粒子を、透明なプラスチック中に分散してなることを特徴とするジルコニア微
粒子含有透明プラスチック部材。
【請求項２】
　前記ジルコニア微粒子の含有率は１０重量％以上かつ８０重量％以下であることを特徴
とする請求項１記載のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材。
【請求項３】
　厚みを３０μｍ以上かつ３００μｍ以下とした場合の可視光透過率が８０％以上である
ことを特徴とする請求項２記載のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材。
【請求項４】
　前記表面修飾剤は、アルコキシシラン、クロロシラン、アルキルアルコキシシラン、ア
ルキルクロロシラン、シロキサン、界面活性剤の群から選択された１種または２種以上で
あることを特徴とする請求項１、２または３記載のジルコニア微粒子含有透明プラスチッ
ク部材。
【請求項５】
　前記アルコキシシランまたはクロロシランは、シランカップリング剤であることを特徴
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とする請求項４記載のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材。
【請求項６】
　前記シロキサンは、変性シリコーンまたはシリコーンレジンであることを特徴とする請
求項４記載のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか１項記載のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材を
備えていることを特徴とする複合プラスチック部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材及び複合プラスチック部材に関
し、更に詳しくは、ジルコニア微粒子と各種プラスチック部材とを複合化することにより
、高屈折率、高透明性の双方を実現すると同時に機械的特性の向上を図ることが可能なジ
ルコニア微粒子含有透明プラスチック部材及び複合プラスチック部材に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、シリカ等の無機酸化物をフィラーとして樹脂と複合化することにより、樹脂
の機械的特性等を向上させる試みがなされている。このフィラーと樹脂とを複合化する方
法としては、無機酸化物を水および／または有機溶媒中に分散させた分散液と樹脂とを混
合する方法が一般的であり、分散液と樹脂を種々の方法により混合することにより、無機
酸化物粒子が複合化された無機酸化物粒子複合化プラスチックを作製することができる。
【０００３】
　一方、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ（ＰＤＰ）、エレクトロル
ミネッセンスディスプレイ（ＥＬ）、表面電界ディスプレイ（ＳＥＤ）等のフラットパネ
ルディスプレイ（ＦＰＤ）分野においては、近年、従来用いられてきたガラス基板に替わ
り、各種プラスチック材料を用いる試みが数多く行われるようになってきた。プラスチッ
ク材料を使用することで、ガラス基板における問題点である割れ易さ、加工性、重量等を
改善することが可能になる。
　また、このフラットパネルディスプレイの表面には、反射防止（ＡＲ）フィルム、防眩
（ＡＧ）フィルム、ハードコート（ＨＣ）フィルム等の各種プラスチックフィルムを用い
た機能性フィルムが貼付けられ、視認性の向上や表面のキズ防止等に役立っている。この
ようなプラスチックフィルムに求められる特性として重要なものには、透明性、屈折率、
機械的特性等が挙げられる。特に、屈折率の向上を図る場合には、プラスチックフィルム
と、それ自体屈折率の高い無機酸化物フィラー、例えば、ジルコニア（ＺｒＯ２）やチタ
二ア（ＴｉＯ２）等を複合化した複合プラスチックフィルムが使用されている。
【０００４】
　このような無機酸化物フィラーとプラスチックとを複合化する方法としては、大別して
、次の二つの方法が挙げられる。
（１）無機酸化物フィラーをプラスチック中に練り込む方法。
　この方法としては、（ａ）樹脂モノマー中に無機酸化物フィラーを分散させ、この樹脂
モノマーを重合または縮重合させて無機酸化物フィラー含有プラスチックフィルムとする
方法、（ｂ）液状の樹脂材料に無機酸化物フィラーを分散させ、次いで、フィルム状に成
形し、その後、樹脂材料を硬化させて無機酸化物フィラー含有プラスチックフィルムとす
る方法、等がある。
　この無機酸化物フィラー含有プラスチックフィルムの例としては、ポリエステル中に粒
子径が０．００５μｍ～０．３μｍのジルコニア粒子を分散させることにより、表面の耐
磨耗性を向上させたジルコニア粒子含有ポリエステルフィルムが提案されている（例えば
、特許文献１参照）。
【０００５】
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（２）プラスチックフィルム上に無機酸化物フィラーを含む膜を形成する方法。
　この方法は、プラスチックフィルム上に、無機酸化物フィラー及びバインダー成分を含
む塗料を塗布し、次いで、このバインダー成分を硬化させて膜とする方法であり、バイン
ダー成分としては、ゾルゲル法で作製したシリカ等の無機材料、ポリエステルやポリエー
テル等の樹脂材料が用いられている。
　この膜の例としては、粒径１０～１００ｎｍのジルコニア粒子とプラスチックとを複合
化することにより、高屈折率かつ高透明性の厚み数ミクロンのジルコニア粒子複合化プラ
スチック膜が提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平０５－１７１０１２号公報
【特許文献２】特開２００５－１６１１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来の無機酸化物フィラーをプラスチック中に練り込む方法では、０．００
５μｍ～０．３μｍのジルコニア粒子を物理的処理のみで複合化しているために、プラス
チックフィルムの厚みを数十μｍ以上とした場合、プラスチックフィルムの高屈折率を確
保するためには、高屈折率を生じさせるに十分な量の無機酸化物フィラーを含有させる必
要がある。しかしながら、無機酸化物フィラーの含有量を増加させると、プラスチックフ
ィルムの透明性を確保することが困難になるという問題点があった。一方、プラスチック
フィルムの透明性を確保するためには、無機酸化物フィラーの含有量を減らさざるを得ず
、屈折率を向上させることが難しくなるという問題点があった。
　このように、プラスチックフィルムに無機酸化物フィラーを含有させた場合、高屈折率
と透明性との間にはトレードオフの関係があり、高屈折率と透明性の双方を満足すること
が困難であった。
【０００７】
　一方、プラスチックフィルム上に無機酸化物フィラーを含む膜を形成する方法では、確
かに、プラスチックフィルムの表面に高屈折率の膜を形成することはできるものの、この
高屈折率膜が基材と一体化していないために、プラスチックフィルムの折曲に完全に追随
することは困難である。したがって、プラスチックフィルムの表面に高屈折率膜を形成し
た後に、プラスチックフィルムに曲げ加工を施そうとすると、高屈折率膜にクラックが生
じたり、あるいは高屈折率膜が剥離してしまう虞があるという問題点があった。
【０００８】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたものであって、高屈折率、高透明性の
双方を実現すると同時に機械的特性の向上を図ることが可能なジルコニア微粒子含有透明
プラスチック部材及び複合プラスチック部材を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者等は、上記の課題を解決するために鋭意検討を行った結果、分散粒径が１ｎｍ
以上かつ２０ｎｍ以下のジルコニア微粒子の表面を表面修飾剤により修飾し、この表面修
飾したジルコニア微粒子をフィルム状またはシート状の透明なプラスチック中に均一に分
散させることにより、プラスチックにおけるジルコニア微粒子の分散性及び高充填率を実
現することが可能であり、その結果、高透明性を確保したまま高屈折率化が可能であり、
同時に機械的特性の向上をも図ることが可能であることを見出し、本発明を完成するに至
った。
【００１０】
　すなわち、本発明のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材は、厚みが１０μｍ～
５ｍｍのフィルム状またはシート状の透明プラスチック部材であって、表面修飾剤により
表面が修飾され、かつ、分散粒径が１ｎｍ以上かつ２０ｎｍ以下のジルコニア微粒子を、
透明なプラスチック中に分散してなることを特徴とする。
【００１１】
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　前記ジルコニア微粒子の含有率は１０重量％以上かつ８０重量％以下であることが好ま
しい。
　このジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材は、厚みを３０μｍ以上かつ３００μ
ｍ以下とした場合の可視光透過率が８０％以上であることが好ましい。
【００１２】
　前記表面修飾剤は、アルコキシシラン、クロロシラン、アルキルアルコキシシラン、ア
ルキルクロロシラン、シロキサン、界面活性剤の群から選択された１種または２種以上で
あることが好ましい。
　前記アルコキシシランまたはクロロシランは、シランカップリング剤であることが好ま
しい。
　前記シロキサンは、変性シリコーンまたはシリコーンレジンであることが好ましい。
【００１３】
　本発明の複合プラスチック部材は、本発明のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部
材を備えていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材によれば、厚みが１０μｍ～５ｍ
ｍのフィルム状またはシート状の透明プラスチック部材であって、表面修飾剤により表面
が修飾され、かつ、分散粒径が１ｎｍ以上かつ２０ｎｍ以下のジルコニア微粒子を、透明
なプラスチック中に分散したので、プラスチック部材の透明性を維持したままで高屈折率
化することができ、しかも機械的特性を向上させることができる。
　したがって、屈折率が高く、透明性も高く、しかも機械的特性が向上したプラスチック
部材を提供することができる。
【００１５】
　本発明の複合プラスチック部材によれば、本発明のジルコニア微粒子含有透明プラスチ
ック部材を備えたので、複合プラスチック部材の透明性を維持したままで高屈折率化する
ことができ、しかも機械的特性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材及び複合プラスチック部材を実施
するための最良の形態について説明する。
　なお、この形態は、発明の趣旨をより良く理解させるために具体的に説明するものであ
り、特に指定のない限り、本発明を限定するものではない。
【００１７】
「ジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材」
　本発明のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材は、フィルム状またはシート状の
透明プラスチック部材であって、表面修飾剤により表面が修飾され、かつ、分散粒径が１
ｎｍ以上かつ２０ｎｍ以下のジルコニア微粒子を含有した透明プラスチック部材である。
　この透明プラスチック部材は、厚みが１０μｍ～５ｍｍのフィルム状またはシート状の
もので、具体的には、透明プラスチックフィルム、透明プラスチックシート、薄厚の透明
プラスチック基板等、様々な厚みや形状のものがあり、用途に応じて適宜選択することが
可能である。
　このジルコニア微粒子は、可視光線に対して透明性を有するプラスチック中に均一に分
散していることが好ましい。
【００１８】
　ジルコニア微粒子の分散粒径は、１ｎｍ以上かつ２０ｎｍ以下が好ましい。
　ここで、ジルコニア粒子の分散粒径を１ｎｍ以上かつ２０ｎｍ以下と限定した理由は、
分散粒径が１ｎｍ未満であると、結晶性が乏しくなり、屈折率等の粒子特性を発現するこ
とが難しくなるからであり、一方、分散粒径が２０ｎｍを超えると、プラスチック部材の
透明性が低下するからである。
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　このように、ジルコニア粒子はナノサイズの粒子であるから、このジルコニア粒子をプ
ラスチック部材中に分散させた場合においても、光散乱が小さく、透明性を維持すること
が可能である。
【００１９】
　このジルコニア微粒子は、表面修飾剤により表面を修飾したものであり、表面修飾剤と
しては、親水性であるジルコニア粒子を疎水化し、かつ、複合化するプラスチックに対し
て分散性を確保することができるものであれば、特に限定する必要はないが、例えば、ア
ルコキシシラン、クロロシラン、アルキルアルコキシシラン、アルキルクロロシラン、シ
ロキサン、界面活性剤の群から選択された１種または２種以上が好ましい。
　なかでも、より好ましいのは、耐熱性の点で優れているアルコキシシラン、クロロシラ
ン、アルキルアルコキシシラン、アルキルクロロシラン、シロキサン等のシラン化合物で
ある。
【００２０】
　アルコキシシラン、クロロシラン、アルキルアルコキシシラン、アルキルクロロシラン
としては、構造式ＳｉＸｍＹ４－ｍであらわされる化合物で、Ｘ基およびＹ基がそれぞれ
下記に示されるものの中の１種または２種以上を含むものが好ましい。
　Ｘ基としては、ビニル基、アリル基、３－グリシドキシプロピル基、２－（３，４エポ
キシシクロヘキシル）エチル基、３－アクリロキシプロピル基、３－メタクリロキシプロ
ピル基、スチリル基、３－アミノプロピル基、Ｎ－２（アミノエチル）３－アミノプロピ
ル基、Ｎ－フェニル－３－アミノプロピル基、３－メルカプトプロピル基、３－イソシア
ネートプロピル基、ＣｎＨ２ｎ＋１で現されるアルキル基のうちｎが１～２０の範囲のも
の、フェニル基等が挙げられる。
　また、Ｙ基としては、塩素、ヒドロキシ基、ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏで現されるアルコキシ基
のうちｎが１～２０の範囲のもの、アセトキシ基等が挙げられる。
【００２１】
　アルコキシシランまたはクロロシランとしては、特にシランカップリング剤が好ましく
、例えば、ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、ｐ－スチリルトリメ
トキシシラン、３－アミノプロピルトリメトキシシラン、３－アクリロキシプロピルトリ
メトキシシラン、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン、３－メルカプトプロ
ピルトリメトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリエトキシシラン等が挙げられる。
【００２２】
　アルキルクロロシランとしては、例えば、メチルトリクロロシラン、エチルトリクロロ
シラン、フェニルトリクロロシラン、ジメチルジクロロシラン、ジエチルジクロロシラン
、トリメチルクロロシラン、トリエチルクロロシラン等が挙げられる。
【００２３】
　シロキサンとしては、変性シリコーンまたはシリコーンレジンが好ましく、変性シリコ
ーンとしては、エポキシ変性シリコーン、エポキシ・ポリエーテル変性シリコーン、アル
コール変性シリコーン、メタクリル変性シリコーン、メタクリレート変性シリコーン、フ
ェノール変性シリコーン、メチルスチリル変性シリコーン、アクリル変性シリコーン、メ
ルカプト変性シリコーン、アミノ変性シリコーン、メチルハイドロジェンシリコーン等が
挙げられる。
　また、シリコーンレジンとしては、メチルシリコーンレジン、メチルフェニルシリコー
ンレジン、ジフェニルシリコーンレジン等が挙げられる。
【００２４】
　界面活性剤としては、陰イオン系界面活性剤、陽イオン系界面活性剤、両性イオン界面
活性剤等のイオン性界面活性剤、あるいは非イオン系界面活性剤が好適に用いられる。
　陰イオン系界面活性剤としては、例えば、オレイン酸ナトリウム、ステアリン酸ナトリ
ウム、ラウリン酸ナトリウム等の脂肪酸ナトリウム、脂肪酸カリウム、脂肪酸エステルス
ルフォン酸ナトリウム等の脂肪酸系、アルキルリン酸エステルナトリウム等のリン酸系、
アルファオレインスルフォン酸ナトリウム等のオレフィン系、アルキル硫酸ナトリウム等
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のアルコール系、アルキルベンゼン系等が挙げられる。
　陽イオン系界面活性剤としては、例えば、塩化アルキルメチルアンモニウム、塩化アル
キルジメチルアンモニウム、塩化アルキルトリメチルアンモニウム、塩化アルキルジメチ
ルベンジルアンモニウム等が挙げられる。
【００２５】
　両性イオン界面活性剤としては、例えば、アルキルアミノカルボン酸塩等のカルボン酸
系、フォスフォベタイン等のリン酸エステル系が挙げられる。
　非イオン系界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンラノリン脂肪酸エステル
、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル等の脂肪酸系、ポリオキシエチレンアル
キルフェニルエーテル、脂肪酸アルカノールアミド等が挙げられる。
【００２６】
　上記の表面修飾剤を用いてジルコニア微粒子の表面を修飾する方法としては、湿式法、
乾式法等が挙げられる。
　湿式法とは、表面修飾剤とジルコニア微粒子を溶媒に投入し混合することにより、ジル
コニア微粒子の表面を修飾する方法である。
　乾式法とは、表面修飾剤と乾燥したジルコニア微粒子をミキサー等の乾式混合機に投入
し混合することにより、ジルコニア微粒子の表面を修飾する方法である。
【００２７】
　この表面が修飾されたジルコニア微粒子の修飾部分の重量比は、ジルコニア微粒子全体
量の５重量％以上かつ２００重量％以下であることが好ましく、より好ましくは１０重量
％以上かつ１００重量％以下、さらに好ましくは２０重量％以上かつ１００重量％以下で
ある。
　ここで、ジルコニア微粒子の修飾部分の重量比を５重量％以上かつ２００重量％以下と
限定した理由は、修飾部分の重量比が５重量％未満であると、ジルコニア微粒子の樹脂へ
の相溶が困難となり、樹脂との複合化の際に透明性が失われるからであり、一方、修飾部
分の重量比が２００重量％を超えると、表面処理剤が樹脂特性へ及ぼす影響が大きくなり
、屈折率等の複合体特性が低下するからである。
【００２８】
　プラスチックとしては、可視光線に対して透明性を有しかつ厚みが１０μｍ～５ｍｍの
フィルム状またはシート状のものであればよく、フィルム、シート、厚みの極薄い薄板等
、用途に応じて様々な形状のものが選択使用可能である。
【００２９】
　このようなプラスチックとしては、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、
ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリエーテルスルホン（ＰＥＳ）、ポリエチレンナフタレー
ト（ＰＥＮ）、ポリアリレート（ＰＡＲ）、芳香族ポリエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポ
リオレフィン、トリアセチルセルロース（ＴＡＣ）、アクリロニトリル・スチレン共重合
体（ＡＳ樹脂）、メチルメタクレート・スチレン共重合体（ＭＳ樹脂）、ポリ－４－メチ
ルペンテン（ＴＰＸ）等が挙げられる。
　また、これら以外にも、可視光線に対して透明性を有するポリエステル樹脂、ポリイミ
ド樹脂、エポキシ樹脂、ノルボルネン系ポリマー等も用いることができる。
【００３０】
　このジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材では、ジルコニア微粒子の含有率は、
１０重量％以上かつ８０重量％以下が好ましく、より好ましくは２０重量％以上かつ８０
重量％以下である。
　ここで、ジルコニア微粒子の含有率を１０重量％以上かつ８０重量％以下と限定した理
由は、下限値の１０重量％はプラスチック部材の屈折率向上が有効となる含有率の最小値
であり、１０重量％を下回ると、プラスチック部材の高屈折率化ができなくなるからであ
る。一方、上限値の８０重量％はプラスチック部材自体の特性を維持することができる含
有率の最大値であり、８０重量％を越えると、プラスチック部材としての特性を失う虞が
あるからである。
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【００３１】
　このジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材では、ジルコニア微粒子の含有率を２
５重量％とした場合、光路長を１００μｍとしたときの可視光透過率は８０％以上が好ま
しく、より好ましくは８２％以上である。
　この可視光透過率は、透明プラスチック部材におけるジルコニア微粒子の含有率により
異なり、ジルコニア微粒子の含有率が１０重量％では８５％以上、ジルコニア微粒子の含
有率が４０重量％では８０％以上である。
【００３２】
　ジルコニア微粒子の屈折率は、結晶系により若干の違いがあるが２より大きい値である
ことから、このジルコニア微粒子をプラスチック中に分散させることにより、屈折率を向
上させることが可能である。
　また、ジルコニア微粒子は、ナノサイズの粒子であるから、プラスチックと複合化させ
た場合においても、光散乱が小さく、プラスチック部材の透明性を維持することが可能で
ある。
【００３３】
「ジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材の製造方法」
　透明プラスチックフィルム、透明プラスチックシート等の薄厚状のものを製造する場合
、表面修飾剤により表面が修飾されかつ分散粒径が１ｎｍ以上かつ２０ｎｍ以下のジルコ
ニア微粒子を、複合化したいプラスチックの原料に均一に分散させて混合物とし、この混
合物を重合または縮重合させてジルコニア微粒子含有プラスチック組成物とし、このプラ
スチック組成物をフィルム状またはシート状に成形することにより得ることができる。
【００３４】
　また、表面修飾剤により表面が修飾されかつ分散粒径が１ｎｍ以上かつ２０ｎｍ以下の
ジルコニア微粒子を有機溶媒中に分散してジルコニア微粒子含有分散液とし、この分散液
に複合化したいプラスチックの原料を溶解してジルコニア微粒子含有プラスチック溶解液
とし、このプラスチック溶解液を溶液キャスト法によりフィルム状またはシート状に成形
することによっても得ることができる。
【００３５】
「複合プラスチック部材」
　上記のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材の表面に、反射防止（ＡＲ）膜、防
眩（ＡＧ）膜、ハードコート（ＨＣ）膜等の各種機能膜を成膜するか、あるいは、反射防
止（ＡＲ）フィルム、防眩（ＡＧ）フィルム、ハードコート（ＨＣ）フィルム等の各種プ
ラスチックフィルムを貼り合わせることにより、反射防止（ＡＲ）機能、防眩（ＡＧ）機
能、防傷機能等の各種機能を有する複合プラスチック部材を得ることができる。
　この複合プラスチック部材の例としては、機能性フィルム、機能性シート等が挙げられ
る。
【実施例】
【００３６】
　以下、実施例及び比較例により本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例
によって限定されるものではない。
「実施例１」
（ジルコニア微粒子の作製）
　オキシ塩化ジルコニウム８水塩２６１５ｇを純水４０Ｌ（リットル）に溶解させたジル
コニウム塩溶液に、２８％アンモニア水３４４ｇを純水２０Ｌに溶解させた希アンモニア
水を攪拌しながら加え、ジルコニア前駆体スラリーを調整した。
　次いで、このスラリーに、硫酸ナトリウム３００ｇを５Ｌの純水に溶解させた硫酸ナト
リウム水溶液を攪拌しながら加えた。このときの硫酸ナトリウムの添加量は、ジルコニウ
ム塩溶液中のジルコニウムイオンのジルコニア換算値に対して３０重量％であった。
【００３７】
　次いで、この混合物を、乾燥器を用いて、大気中、１３０℃にて２４時間、乾燥させ、
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固形物を得た。
　次いで、この固形物を自動乳鉢により粉砕した後、電気炉を用いて、大気中、５００℃
にて１時間焼成した。
　次いで、この焼成物を純水中に投入し、攪拌してスラリー状とした後、遠心分離器を用
いて洗浄を行い、添加した硫酸ナトリウムを十分に除去した後、乾燥器にて乾燥させ、ジ
ルコニア微粒子を作製した。
　このジルコニア微粒子の結晶系をＸ線回折装置を用いて調べたところ、図１に示すよう
に、粉末Ｘ線回折図形（チャート）から、このジルコニア微粒子の結晶系が正方晶系であ
ることが確認された。
【００３８】
（ジルコニア微粒子含有ポリエチレンテレフタレートフィルムの作製）
　次いで、このジルコニア微粒子４５ｇに、分散媒としてエチレングリコールを５０ｇ、
表面修飾剤としてジメチルジクロロシラン（信越化学（株）社製）を５ｇ加えて混合し、
その後分散処理を行い、ジルコニア透明分散液を作製した。
　このジルコニア透明分散液のジルコニア微粒子の分散粒径を、動的光散乱式粒径分布測
定装置（Malvern社製）を用いて測定したところ、１０ｎｍであった。
【００３９】
　次いで、この分散液１００重量部に、ジメチルテレフタレート５０重量部を加え、さら
に触媒として酢酸マグネシウム０．０５重量部を加えてエステル交換反応を行った。さら
に重縮合触媒として酸化アンチモン０．０２重量部、耐熱安定剤としてトリメチルホスフ
ェート０．０２重量部を加え、重縮合反応を行い、ジルコニア微粒子を含有したポリエチ
レンテレフタレート組成物を作製した。
　次いで、このポリエチレンテレフタレート組成物を２９０℃で溶融押出しし、その後、
９０℃にて縦横それぞれを３倍に延伸し、さらにその後、２２０℃にて１５秒加熱処理し
、厚みが１００μｍの二軸延伸のジルコニア微粒子含有ポリエチレンテレフタレートフィ
ルムを作製した。
【００４０】
「実施例２」
　実施例１に準じて粒子合成を行い、ジルコニア微粒子を作製した。
　次いで、このジルコニア微粒子１５ｇに、分散媒として塩化メチレンを８０ｇ、表面修
飾剤としてフェニルトリクロロシラン（信越化学工業（株）製）を５ｇ加え、ホモジナイ
ザを用いて７０００ｒｐｍの回転数で３０分攪拌し、ジルコニア分散液を作製した。
　このジルコニア透明分散液のジルコニア微粒子の分散粒径を、動的光散乱式粒径分布測
定装置（Malvern社製）を用いて測定したところ、８ｎｍであった。
【００４１】
　次いで、この分散液１００重量部に、ポリカーボネート樹脂ペレット パンライトＣ－
１４００ＱＪ（帝人化成（株）製）３０重量部を加えて攪拌することにより、ジルコニア
微粒子が分散したポリカーボネート樹脂溶液を作製した。
　次いで、このポリカーボネート樹脂溶液を濾過して異物を除去した後、リップダイを用
いて鏡面仕上げしたステンレスベルトに流延し、６０℃の熱風を用いて３０分間乾燥し、
その後剥離し、厚みが１００μｍのジルコニア微粒子含有ポリカーボネートフィルムを作
製した。
【００４２】
「実施例３」
　実施例２に準じてジルコニア分散液を作製した。
　次いで、このジルコニア分散液１００重量部に、ポリエーテルスルホン樹脂粉末 スミ
カエクセル５２００Ｇ（住友化学（株）製）３０重量部を加えて攪拌し、ジルコニア粒子
が分散したポリエーテルスルホン樹脂溶液を作製した。次いで、このポリエーテルスルホ
ン樹脂溶液を濾過して異物を除去した後、リップダイを用いて鏡面仕上げしたステンレス
ベルトに流延し、６０℃の熱風を用いて３０分間乾燥し、その後剥離し、厚みが１００μ
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ｍのジルコニア含有ポリエーテルスルホン樹脂フィルムを作製した。
【００４３】
「比較例１」
　ジルコニア粒子としてＲＣ－１００（第一希元素（株）社製）を用いた以外は、実施例
１に準じて分散処理を行い、ジルコニア分散液を作製した。この分散液のジルコニア粒子
の分散粒径を測定したところ、１００ｎｍであった。
　次いで、この分散液を用い、実施例１に準じて厚みが１００μｍの二軸延伸のジルコニ
ア粒子含有ポリエチレンテレフタレートフィルムを作製した。
【００４４】
「比較例２」
　ジルコニア粒子としてＲＣ－１００（第一希元素（株）社製）を用いた以外は、実施例
２に準じて分散処理を行い、ジルコニア分散液を作製した。この分散液のジルコニア粒子
の分散粒径を測定したところ、１００ｎｍであった。
　次いで、この分散液を用い、実施例２に準じて厚みが１００μｍのジルコニア粒子含有
ポリカーボネートフィルムを作製した。
【００４５】
「比較例３」
　ジルコニア粒子としてＲＣ－１００（第一希元素（株）社製）を用いた以外は、実施例
３に準じて分散処理を行い、ジルコニア分散液を作製した。この分散液のジルコニア粒子
の分散粒径を測定したところ、１００ｎｍであった。
　次いで、この分散液を用い、実施例３に準じて厚みが１００μｍのジルコニア粒子含有
ポリエーテルスルホン樹脂フィルムを作製した。
【００４６】
「比較例４」
　比較例１のジルコニア分散液１０重量部に、エチレングリコール９０重量部を加えて攪
拌し、これにジメチルテレフタレート５０重量部を加え、さらに触媒として酢酸マグネシ
ウム０．０５重量部を加えてエステル交換反応を行った。さらに、重縮合触媒として酸化
アンチモン０．０２重量部、耐熱安定剤としてトリメチルホスフェート０．０２重量部を
加え、重縮合反応を行い、ジルコニア粒子含有ポリエチレンテレフタレート組成物を作製
した。
　次いで、このポリエチレンテレフタレート組成物を用い、実施例１に準じて厚みが１０
０μｍのジルコニア粒子含有ポリエチレンテレフタレートフィルムを作製した。
【００４７】
「比較例５」
　比較例２のジルコニア分散液１０重量部に、塩化メチレン１２０重量部を加え、さらに
ポリカーボネート樹脂ペレット パンライトＣ－１４００ＱＪ（帝人化成（株）製）２８
重量部を加えて攪拌することにより、ジルコニア粒子含有ポリカーボネート樹脂溶液を作
製した。
　次いで、このポリカーボネート樹脂溶液を用い、実施例２に準じて厚みが１００μｍの
ジルコニア粒子含有ポリエーテルスルホン樹脂フィルムを作製した。
【００４８】
「比較例６」
　比較例３のジルコニア分散液１０重量部に、塩化メチレン１２０重量部を加え、これに
ポリエーテルスルホン樹脂粉末２８重量部を溶解し、ジルコニア粒子含有ポリエーテルス
ルホン樹脂溶液を作製した。
　次いで、ポリエーテルスルホン樹脂溶液を用い、実施例３に準じて厚みが１００μｍの
ジルコニア粒子含有ポリエーテルスルホン樹脂フィルムを作製した。
【００４９】
「フィルムの評価」
　実施例１～３及び比較例１～６それぞれのフィルムについて、可視光透過率、ヘーズ及
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び屈折率の３点について、下記の装置または方法により評価を行った。
（１）可視光透過率
　分光光度計Ｖ－５７０（日本分光社製）を用い、波長３５０ｎｍ～８００ｎｍの範囲の
可視光線の透過率を、空気を１００％とした場合について測定した。
【００５０】
（２）ヘーズ
　日本工業規格：ＪＩＳ Ｋ ７１３６「プラスチック－透明材料のヘーズの求め方」に準
拠し、ヘーズメータＮＤＨ－２０００（日本電色社製）を用いて空気を０％とした場合に
ついて測定した。
（３）屈折率
　日本工業規格：ＪＩＳ Ｋ ７１４２「プラスチックの屈折率測定方法」に準拠し、アッ
ベ屈折計により測定した。
　ここでは、ジルコニアを添加していないフィルムを基準として、屈折率が０．０５以上
向上した場合を「○」、屈折率が０．０５未満しか向上しなかった場合を「×」とした。
　以上の評価結果を表１に示す。
【００５１】
【表１】

【００５２】
　これらの評価結果によれば、実施例１～３では、可視光透過率、ヘーズ、屈折率ともに
良好であることが分かった。
　一方、比較例１～６では、可視光透過率、ヘーズ、屈折率のいずれかの特性が実施例１
～３と比べて劣っていた。
【産業上の利用可能性】
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【００５３】
　本発明のジルコニア微粒子含有透明プラスチック部材は、表面修飾剤により表面が修飾
され、かつ、分散粒径が１ｎｍ以上かつ２０ｎｍ以下のジルコニア微粒子をフィルム状ま
たはシート状のプラスチック中に分散したことにより、フィルム状またはシート状のプラ
スチック部材の屈折率および透明性を高めるとともに、機械的特性を向上させることがで
きるものであるから、複合プラスチック部材を含めて、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プ
ラズマディスプレイ（ＰＤＰ）、エレクトロルミネッセンスディスプレイ（ＥＬ）、表面
電界ディスプレイ（ＳＥＤ）等のフラットパネルディスプレイ（ＦＰＤ）の表示基板ある
いは機能性フィルムはもちろんのこと、光学分野のマイクロアレイレンズシート、プリズ
ムシート、フレネルレンズ、レンチキュラーレンズ等のレンズシート、導光板、拡散フィ
ルム、ホログラフィック基板、調光フィルム等においても、その効果は大である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の実施例１のジルコニア微粒子の粉末Ｘ線回折図形を示す図である。

【図１】
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